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一
．
は
じ
め
に 

 

山
田
孝
雄
の
『
日
本
文
法
論
』
に
は
、
山
田
自
身
の
文
法
研
究
に
対
す

る
契
機
を
記
し
た
個
所
が
あ
り
、
今
日
で
は
き
わ
め
て
有
名
な
逸
話
の
一

つ
と
な
っ
て
い
る
。 

 

今
を
去
る
こ
と
殆
十
二
三
年
前
の
事
な
り
き
。
著
者
は
其
以
前
よ
り

し
て
文
法
専
攻
の
志
を
有
せ
り
。
当
時
は
を
こ
が
ま
し
く
も
相
応
の

知
識
あ
り
と
思
へ
り
き
。
当
時
某
氏
の
文
法
書
を
以
て
教
授
に
従
事

し
た
り
き
。
こ
の
文
法
書
は
即
「
は
」
を
主
語
を
示
す
も
の
と
せ
る

な
り
。
一
日
こ
の
條
に
及
ぶ
や
一
生
反
問
し
て
「
は
」
の
主
語
以
外

の
も
の
を
示
す
こ
と
を
以
て
す
。
余
は
懺
悔
す
。
当
時
の
狼
狽
赤
面

如
何
計
り
ぞ
や
。
沈
思
熟
考
し
て
、
徐
に
其
の
言
の
理
あ
る
を
さ
と

り
、
自
ら
其
の
生
徒
に
陳
謝
し
た
る
事
あ
り
き
。
実
に
こ
れ
著
者
が

日
本
文
法
を
以
て
自
家
の
生
命
と
ま
で
に
思
惟
す
る
に
至
り
し
最
大

動
機
に
し
て
我
が
文
法
の
如
何
に
破
綻
多
き
も
の
な
る
か
、
文
法
を

教
ふ
と
称
す
る
も
の
よ
り
も
教
を
受
く
る
も
の
が
遥
に
正
当
な
る
見

解
を
有
せ
る
如
き
状
態
な
る
を
い
か
で
黙
視
し
う
べ
き
。
こ
ゝ
に
於

い
て
発
憤
激
励
い
か
で
国
語
の
真
光
を
発
揮
せ
む
と
苦
心
し
始
め
て

よ
り
今
日
に
至
り
ぬ
。 

山
田
（
一
九
〇
八
）
六
三
九
～
六
四
〇
頁 

  

こ
の
「
某
氏
の
文
法
書
」
に
つ
い
て
、
佐
藤
喜
代
治
は
「
山
田
孝
雄
伝
」

の
中
で
「
『
記
念
誌
』（
『
鳳
鳴
中
学
五
十
年
記
念
誌
』: 

引
用
者
注
）
に
よ

れ
ば
、
先
生
が
教
え
た
文
法
教
科
書
は
教
科
書
関
根
正
直
の
『
普
通
国
語

学
』
で
あ
っ
た
と
い
う
。」（
佐
藤
（
一
九
八
三
）
）
と
記
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
『
日
本
文
法
学
要
論
』
に
お
け
る
「
著
者
は
丹
波
国
篠
山
の
鳳
鳴
義

塾
に
国
語
の
教
師
を
し
て
ゐ
た
。
当
時
学
校
で
き
め
ら
れ
て
ゐ
た
文
法
の

教
科
書
が
上
の
普
通
国
語
学
で
あ
つ
た
。
」
（
山
田
（
一
九
五
〇
）
八
六
～

八
七
頁
）
と
い
っ
た
記
述
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
試
み
に
『
普
通
国
語



 

一
四

学
』
の
目
次
を
掲
げ
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。 

  
 

上
篇 
音
声 

 
 

 

第
一
章 
清
音
／
第
二
章 

類
似
音
／
第
三
章 

濁
音
／
第
四
章 

 
 

 

撥
音
／
第
五
章 

拗
音
／
第
六
章 

音
便 

 
 

下
篇 

言
語 

 
 

 

第
一
章 

主
語
の
体
言
／
第
二
章 

主
語
の
活
用
言
／
第
三
章 

 
 

 

助
語
の
体
言
／
第
四
章 
助
語
の
活
用
言
／
第
五
章 

係
り
結 

 
 

 

び
法 

  

こ
こ
で
い
う
「
主
語
」
と
はs

ub
je
ct

の
意
味
で
は
な
く
「
言
語
中
お

ほ
か
た
主
要
の
位
置
を
占
む
る
詞
に
し
て
、
し
か
も
単
語
の
儘
に
て
、
意

義
の
通
ず
る
者
」（
七
丁
表
）
と
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
自
立
語
に
相
当
す
る
も

の
で
あ
る
。 

 

こ
の
逸
話
で
興
味
深
い
の
は
、
山
田
文
法
の
出
来
経
緯
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
の
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
当
時
の
文
法
教
育
の
内
容
が
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
あ
る
。
今
日
か
ら
見

れ
ば
、
い
か
に
も
稚
拙
な
文
法
解
釈
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
何
が
問
題
と
し

て
浮
き
上
が
っ
て
い
た
の
か
、
具
体
的
に
は
何
が
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た

の
か
、
ま
た
何
を
文
法
に
求
め
て
い
た
の
か
な
ど
を
窺
え
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。
明
治
期
の
文
法
教
育
に
関
す
る
批
判
的
な
見
解
は
、
他
に
も
松
下

大
三
郎
が
『
改
撰
標
準
日
本
文
法
』
の
中
で
述
べ
た
次
の
一
節
と
も
共
通

し
て
い
る
。 

 

私
は
少
年
の
頃
、
当
時
最
も
世
に
行
は
れ
て
居
つ
た
中
等
教
育
日
本

文
典

落
合
小
中
村

両
先
生
合
著

と
ス
ヰ
ン
ト
ン
の
英
文
典
の
二
書
を
読
ん
で
其
の
体
系

の
優
劣
の
甚
し
い
の
に
驚
い
た
。
英
文
典
は
之
を
一
読
す
れ
ば
和
英

辞
典
さ
へ
有
れ
ば
曲
り
な
り
に
も
英
文
が
作
れ
る
。
然
ら
ば
英
米
人

に
日
本
文
典
と
英
和
辞
典
と
を
与
へ
れ
ば
日
本
の
文
が
作
れ
る
か

と
い
ふ
と
、
そ
う
は
行
か
な
い
。
こ
れ
実
に
日
本
文
典
の
不
備
か
ら

で
あ
る
。 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

松
下
（
一
九
二
八)

 

  

山
田
の
場
合
は
教
師
の
立
場
か
ら
、
松
下
の
場
合
は
学
生
の
立
場
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
当
時
の
代
表
的
な
文
法
書
を
批
判
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
だ

が
、
こ
れ
が
明
治
期
の
文
法
研
究
・
教
育
の
実
相
で
あ
り
、
ま
さ
に
学
校

文
法
が
成
立
過
程
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
証
左
で
も
あ
る
。 

 
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
明
治
後
期
以
降
の
文
法
教
育
（
観
）
の
中
で
、

い
わ
ゆ
る
山
田
文
法
は
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
、

検
討
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。（

１
）

山
田
の
『
日
本
文
法
論
』
は
、

当
時
多
く
刊
行
さ
れ
て
い
た
文
法
教
科
書
（
文
典
）
群
と
比
較
す
れ
ば
極



 

 

 

一
五

学
校
国
文
法
の
成
立
と
山
田
孝
雄 

―
―
山
田
孝
雄
の
文
法
教
科
書
・
再
論

―
―

め
て
異
質
で
あ
る
。
そ
の
異
質
さ
を
山
田
の
卓
越
し
た
才
能
と
い
う
点
の

み
で
理
解
す
る
の
で
は
な
く
、
文
法
教
育
と
の
関
係
の
中
で
ど
の
よ
う
に

捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
に
つ
い
て
、
本
稿
で
取
り
上
げ
て
み
る
こ
と

と
し
た
い
。
こ
の
こ
と
は
逆
に
、
な
ぜ
山
田
文
法
は
学
校
文
法
と
し
て
成

立
し
得
な
か
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
何
ら
か
の
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。 

 

二
．
明
治
後
期
の
「
学
校
文
法
」 

 

現
在
に
お
い
て
学
校
文
法
と
い
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
「
橋
本
文
法
」
を
指

す
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
明
治
以
降
の
文
法
教
育
史
と
い

う
観
点
か
ら
捉
え
直
す
と
す
る
な
ら
ば
、
学
校
文
法
と
し
て
指
摘
さ
れ
て

い
る
内
容
に
つ
い
て
は
、
案
外
複
雑
な
様
相
を
帯
び
て
く
る
。
ま
さ
に
山

田
や
松
下
が
憤
慨
し
た
よ
う
に
、
学
校
で
教
授
す
べ
き
文
法
項
目
の
内
容

に
つ
い
て
、
精
査
が
ま
だ
十
分
で
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
文
法

教
育
を
牽
引
す
る
文
法
研
究
そ
の
も
の
が
発
展
段
階
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ

り
、
し
か
も
そ
こ
に
は
、
文
法
の
み
な
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
「
国
語
」
の
構

築
に
あ
た
る
様
々
な
要
件
（
言
文
一
致
や
標
準
語
の
制
定
、
音
韻
の
整
理

な
ど
）
が
関
与
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
経
緯
の
中
で
学
校
文
法
は
成
立
し

て
い
っ
た
の
で
あ
り
、
単
に
「
学
校
文
法
＝
橋
本
文
法
」
と
だ
け
捉
え
て

い
た
の
で
は
、
当
時
の
文
法
研
究
・
文
法
教
育
の
実
相
を
見
誤
る
こ
と
に

な
り
か
ね
な
い
。
こ
こ
で
、『
日
本
文
法
論
』
が
刊
行
さ
れ
た
明
治
後
期
を

中
心
と
す
る
、
文
法
研
究
・
教
育
の
流
れ
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
く
こ
と

に
し
た
い
。（

２
）

（
な
お
、
本
稿
の
性
格
上
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
ら
西
洋
人
の

日
本
語
研
究
に
つ
い
て
は
、
日
本
語
研
究
史
的
に
は
大
い
に
重
視
す
べ
き

で
あ
る
も
の
の
、
あ
え
て
割
愛
し
て
い
る
。
） 

 

学
校
令
が
公
布
さ
れ
た
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
は
、
文
法
研
究
に

お
い
て
も
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
何
よ
り
も
ま
ず
、
小
学
校
か
ら

帝
国
大
学
に
至
る
ま
で
の
教
育
研
究
制
度
や
教
授
内
容
の
整
備
が
図
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
同
年
に
教
科
書
検
定
制
度
が
発
足
し
た
こ
と
も
重
要
な
こ

と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
届
出
制
の
教
科
書
か
ら
、
あ
る
種
の
統
一
が

自
然
に
な
さ
れ
て
い
っ
た
状
況
は
、文
法
教
科
書
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
、
国
語
（
文
法
）
教
育
と
文
法
研
究
と
い
う
二
つ
の
観
点
か
ら
す

れ
ば
、
教
育
令
の
公
布
以
降
、
国
語
教
育
の
あ
り
方
と
、
そ
れ
に
付
随
す

る
文
法
研
究
の
あ
り
方
と
が
規
定
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
当
初

は
初
等
国
語
教
育
に
お
け
る
技
術
習
得
と
し
て
の
「
文
法
」
と
い
っ
た
教

科
の
特
質
も
、
中
学
校
や
師
範
学
校
と
い
っ
た
、
よ
り
高
度
な
内
容
の
文

法
教
育
を
招
来
し
て
い
っ
た
。
そ
の
中
で
文
典
を
位
置
づ
け
て
理
解
す
る

必
要
が
あ
る
。 

 

そ
れ
ゆ
え
に
、
明
治
後
期
の
文
典
全
体
を
特
徴
付
け
る
特
質
は
、
文
部

省
検
定
済
教
科
書
が
徐
々
に
整
理
さ
れ
て
い
っ
た
結
果
に
よ
っ
て
生
じ
た
、



 

一
六

い
わ
ゆ
る
「
学
校
文
法
」
的
な
性
格
に
あ
る
と
い
え
る
。
こ
こ
で
い
う
「
学

校
文
法
」
は
教
育
の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
る
規
範
文
法
の
一
種
と
捉
え
て

も
差
し
支
え
な
い
。
ま
た
、
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
の
尋
常
中
学
校

学
科
課
程
の
改
正
に
よ
り
第
二
外
国
語
の
科
目
が
廃
止
さ
れ
、
か
わ
っ
て

国
語
科
の
授
業
時
間
が
増
加
し
た
こ
と
も
、
影
響
と
し
て
は
大
き
か
っ
た
。

福
井
久
蔵
の
『

増訂

日
本
文
法
史
』
に
よ
れ
ば
「
こ
の
後
小
文
典
は
雨
後
の
筍

の
如
く
に
出
た
」（
福
井
（
一
九
三
四
）
二
六
八
頁
）
と
い
う
状
況
で
あ
っ

た
と
い
う
。
同
種
の
こ
と
は
山
田
も
『
日
本
文
法
論
』
の
中
で
「
か
く
て
、

何
の
文
典
く
れ
の
文
典
と
雨
後
の
春
草
に
劣
ら
ず
あ
ら
は
れ
来
り
、
折
衷

又
折
衷
、
遂
に
空
中
に
楼
閣
を
構
へ
、
西
洋
文
典
に
も
従
来
の
語
学
者
の

説
に
も
な
く
、
さ
り
と
て
は
た
、
国
語
の
本
性
に
合
せ
り
と
も
思
は
れ
ぬ

如
何
は
し
き
鵺
の
如
き
文
法
書
の
出
で
し
こ
と
其
の
数
幾
何
ぞ
。」
（
五
三

頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
鵺
」
の
如
き
文
法
書
は
、
明
治
後
期
の
刊

行
分
だ
け
で
お
よ
そ
三
〇
〇
種
類
を
数
え
る
。
こ
の
文
法
書
群
に
つ
い
て

は
稿
末
の
明
治
後
期
刊
行
文
法
書
一
覧
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
学
校
教
育
の
場
に
お
い
て
文
法
が
正
課
と
し
て
教
授

さ
れ
る
以
上
、
教
授
内
容
が
整
理
さ
れ
て
い
く
の
は
当
然
の
成
り
行
き
で

あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
学
校
文
法
と
し
て
の
側
面
を
強
固
に
し
て
い
く
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
時
期
の
文
法
教
科
書
に
前
掲
の
落
合

直
文
・
小
中
村
義
象
『

中
等

教
育

日
本
文
典 

全
』（
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
）

や
関
根
正
直
『
普
通
国
語
学
』（
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
刊
行
）
が
含

ま
れ
る
の
で
あ
る
。
落
合
・
小
中
村
共
著
の
『

中
等

教
育

日
本
文
典 

全
』
は
教

科
書
と
し
て
か
な
り
普
及
し
て
い
た
よ
う
で
、
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）

年
ま
で
に
三
〇
版
を
重
ね
て
い
る
。 

 

例
え
ば
、
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
刊
行
の
大
槻
文
彦
『

中
等

教
育

日
本
文

典
』
な
ど
は
、
例
言
に
「
此
書
は
、
尋
常
中
学
校
教
科
の
国
語
文
法
の
教

課
用
に
、
と
て
作
れ
る
も
の
な
り
。
又
、
尋
常
師
範
学
校
の
同
科
に
も
適

用
す
べ
し
。」
（
一
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
中
等
教
育
の
文
法
教
科
書
と
し

て
編
纂
さ
れ
た
こ
と
が
明
言
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
同
年
に
刊
行
さ
れ
た

『
広
日
本
文
典
』
と
『
広
日
本
文
典
別
記
』
を
摘
出
し
た
も
の
だ
が
、
両

書
を
教
師
用
参
考
書
と
し
て
も
よ
い
旨
が
例
言
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
刊
行
の
三
土
忠
造
『
中
等
国
文
典
』
は
、

明
治
後
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
最
も
多
く
使
用
さ
れ
た
文
法
教
科
書
の

一
つ
で
あ
り
、
刊
行
後
も
幾
多
の
改
訂
が
な
さ
れ
て
い
る
。
三
土
は
従
来

の
文
典
を
「
多
く
分
解
に
密
に
し
て
総
合
に
粗
な
り
（
例
言
二
丁
裏
）
」
と

批
判
し
、
順
序
や
組
織
を
工
夫
し
つ
つ
「
総
合
を
重
く
し
、
文
章
篇
を
委

し
く
（
例
言
三
丁
表
）」
し
た
文
典
を
意
図
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
刊
行
の
吉
田
弥
平
・
小
山
左
文
二
『
新
撰
国

文
典
』
で
は
、
さ
ら
に
推
し
進
め
て
「
生
徒
を
し
て
帰
納
的
に
文
法
の
法

則
を
発
見
を
せ
し
め
、
さ
ら
に
演
繹
的
に
こ
れ
を
応
用
せ
し
め
、
以
て
文



 

 

 

一
七

学
校
国
文
法
の
成
立
と
山
田
孝
雄 

―
―
山
田
孝
雄
の
文
法
教
科
書
・
再
論

―
―

法
に
関
す
る
確
実
な
る
智
識
を
収
得
せ
し
め
ん
こ
と
を
つ
と
め
た
り
」（
一

頁
）
と
述
べ
て
居
る
。
と
は
い
う
も
の
の
、
一
方
に
お
い
て
「
本
書
は
、

中
学
校
・
師
範
学
校
・
甲
種
実
業
学
校
等
に
お
け
る
教
科
書
・
参
考
書
、

な
ら
び
に
小
学
校
教
員
受
験
者
の
参
考
書
と
し
て
編
述
し
た
る
も
の
な

り
。
」
（
同
）
と
、
受
験
用
参
考
書
の
文
言
ま
で
明
記
さ
れ
て
い
る
。
受
験

科
目
と
い
う
側
面
は
文
法
に
限
ら
ず
多
く
の
教
科
に
及
ん
で
い
る
が
、
と

り
わ
け
暗
記
の
要
素
が
強
い
場
合
は
形
式
的
に
取
り
扱
わ
れ
や
す
い
。
学

校
文
法
へ
の
批
判
の
一
つ
に
暗
記
主
義
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
明

治
後
期
以
降
の
受
験
科
目
と
の
関
係
を
み
る
こ
と
で
、
そ
の
根
深
さ
を
う

か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ
、
文
法
が
暗
記
的
に
な
っ
て
し
ま

う
と
い
う
の
も
、
言
文
一
致
や
普
通
文
の
創
出
と
い
う
よ
う
に
、
あ
る
程

度
文
体
が
整
理
さ
れ
た
後
の
段
階
で
は
、
教
育
現
場
と
し
て
致
し
方
な
い

現
実
で
あ
っ
た
。
む
し
ろ
重
要
な
こ
と
は
、
文
法
と
い
う
教
授
科
目
の
存

在
理
由
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
だ
ろ
う
。 

 

こ
の
よ
う
な
中
で
、
先
に
少
し
触
れ
た
大
槻
文
彦
の
『
広
日
本
文
典
』

や
『
広
日
本
文
典
別
記
』（
と
も
に
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
刊
行
）
は
、

教
師
用
参
考
書
と
し
て
の
性
質
を
持
っ
て
い
た
点
で
、
特
筆
す
べ
き
も
の

で
あ
る
。
あ
る
意
味
で
は
、
本
格
的
な
文
法
研
究
書
の
出
現
と
言
っ
て
も

よ
い
。
な
お
、
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
刊
行
の
『
言
海
』
付
載
「
語

法
指
南
」
と
『
広
日
本
文
典
』
と
は
、
細
部
の
点
で
大
き
く
異
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
（
こ
の
こ
と
は
す
で
に
北
原
保
雄
氏
が
勉
誠
社
復
刻
版
『
語

法
指
南
』
解
説
の
中
で
指
摘
し
て
い
る
）
、
や
は
り
『
広
日
本
文
典
』
を
も

っ
て
代
表
さ
せ
る
の
が
適
切
で
あ
る
。
ま
た
、
同
時
期
の
文
法
研
究
書
と

し
て
は
、
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
刊
行
の
草
野
清
民
『

草
野

氏

日
本
文
法
』
、

前
波
仲
尾
『
日
本
語
典
』
や
、
雑
誌
『
帝
国
文
学
』
掲
載
論
文
を
含
ん
だ

一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
刊
行
の
岡
沢
鉦
次
郎
『
新
式
日
本
文
典
原
理 

一
名
論
理
的
日
本
文
典
』
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

 

こ
こ
で
、
山
田
の
『
日
本
文
法
論
』
本
論
第
一
部
第
一
章
に
お
い
て
批

判
の
対
象
と
な
っ
た
研
究
が
、
明
治
以
降
で
は
田
中
義
廉
、
中
根
淑
、
大

槻
文
彦
、
岡
沢
鉦
次
郎
で
あ
る
こ
と
の
意
味
が
明
ら
か
に
な
る
。
田
中
・

中
根
以
降
の
文
法
書
の
出
現
に
つ
い
て
山
田
は
先
に
引
用
し
た
よ
う
に

「
か
く
て
、
何
の
文
典
く
れ
の
文
典
と
雨
後
の
春
草
に
劣
ら
ず
あ
ら
は
れ

来
り
、
折
衷
又
折
衷
、
遂
に
空
中
に
楼
閣
を
構
へ
、
西
洋
文
典
に
も
従
来

の
語
学
者
の
説
に
も
な
く
、
さ
り
と
て
は
た
、
国
語
の
本
性
に
合
せ
り
と

も
思
は
れ
ぬ
如
何
は
し
き
鵺
の
如
き
文
法
書
の
出
で
し
こ
と
其
の
数
幾
何

ぞ
。
」
（
五
三
頁
）
と
慨
嘆
し
て
い
る
。
山
田
の
言
う
「
鵺
」
の
よ
う
な
文

法
書
の
ほ
と
ん
ど
が
、
文
法
教
科
書
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ

と
に
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
「
学
校
文
法
」
と
は
成
立
当

初
か
ら
、
本
格
的
な
文
法
研
究
を
出
来
さ
せ
る
批
判
対
象
と
し
て
常
に
存

在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 



 

一
八

 
そ
れ
で
は
、
山
田
自
身
は
文
法
教
科
書
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
ス
タ
ン

ス
を
と
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
拙
稿
（
二
〇

〇
六
）
で
言
及
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
こ
れ
を
補
訂
す
る
形
で
改
め
て

言
及
す
る
こ
と
に
し
た
い
。 

 

三
．
山
田
孝
雄
の
文
法
教
科
書 

 

山
田
が
編
纂
に
関
わ
っ
た
文
法
教
科
書
・
指
導
書
類
は
別
表
の
通
り
で

あ
る
。（
拙
稿
（
二
〇
〇
六
）
で
の
誤
り
を
正
し
、
欠
落
し
て
い
た
も
の
を

新
た
に
補
っ
た
。
全
て
宝
文
館
か
ら
発
行
。
な
お
再
版
以
降
の
諸
版
に
つ

い
て
は
「
改
訂
」
と
い
っ
た
文
言
が
書
名
に
な
い
場
合
は
省
略
し
た
。
） 

 

こ
れ
以
外
に
も
文
法
関
係
以
外
で
は
、
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
に

『
中
等

教
育

国
語
科
教
授
法
』（
宝
文
館
、
中
等
教
育
教
授
法
研
究
会
の
著
と
し
て

刊
行
）
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
に
『

中
等

教
育

国
語
沿
革
大
要
』（
宝
文
館
）

と
い
っ
た
教
科
書
や
指
導
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
一
般
に
教
科

書
や
参
考
書
の
場
合
は
監
修
程
度
の
関
与
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
多
い
こ
と

か
ら
、
山
田
の
場
合
も
特
に
日
本
大
学
嘱
託
時
期
に
あ
た
る
大
正
期
の
も

の
は
、
一
般
の
教
科
書
と
同
じ
く
監
修
程
度
の
関
与
と
考
え
て
よ
い
か
も

し
れ
な
い
。
実
際
、
教
科
書
の
内
容
に
つ
い
て
も
そ
れ
ま
で
の
も
の
を
継

承
し
つ
つ
、
教
育
課
程
の
改
定
に
従
い
修
正
す
る
形
式
を
と
っ
て
い
る
。

参
考
書
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
刊
行
の
『

中
等

教
育

日

本
文
法
教
科
書
別
記
』
に
は
、
本
格
的
な
『
日
本
文
法
論
』
よ
り
は
啓
蒙

的
な
内
容
で
あ
る
『
日
本
文
法
講
義
』
や
『
日
本
口
語
法
講
義
』
が
参
考

書
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
い
け
ば
、
中
学
校
教
師

と
し
て
の
経
験
を
も
と
に
し
た
明
治
期
の
教
科
書
と
、
そ
う
で
は
な
い
大

正
以
降
の
も
の
と
は
、
編
集
経
緯
や
著
者
の
関
与
と
い
う
点
で
若
干
の
程

度
差
が
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。
た
だ
、
具
体
的
に
誰
か
が
山
田
に
代
わ
っ

て
実
質
的
な
執
筆
に
携
わ
っ
た
の
か
な
ど
（
例
え
ば
、
橋
本
進
吉
に
対
す

る
湯
沢
幸
吉
郎
、
岩
淵
悦
太
郎
ら
に
該
当
す
る
人
物
）
は
、
ま
だ
よ
く
分

か
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
『
山
田
孝
雄
博
士
著
作
年
譜
』
な
ど

で
教
科
書
類
が
一
切
省
か
れ
て
い
る
事
情
と
も
関
係
し
て
い
る
。
ま
た
教

科
書
の
場
合
は
、
具
体
的
に
採
択
の
問
題
が
関
係
し
て
く
る
た
め
、
著
者

の
経
歴
な
ど
を
利
用
し
た
商
業
主
義
的
な
側
面
も
否
定
で
き
な
い
。
後
述

す
る
教
師
用
参
考
書
の
『
中
等
文
法
教
科
書
別
記 

全
』の
改
訂
版
で
は
、

目
を
引
く
形
で
「
文
部
省
国
語
調
査
委
員
会
委
員
」
と
い
う
役
職
が
明
記

さ
れ
て
い
る
。 

 

と
こ
ろ
が
、
最
後
の
教
科
書
（
『

女子

日
本
文
法
教
科
書 

全
』
な
ど
）
で

は
、
そ
れ
ま
で
の
内
容
に
つ
い
て
修
正
が
幾
分
試
み
ら
れ
、
教
師
用
参
考
書

で
あ
る
別
記
に
も
山
田
文
法
に
関
す
る
記
述
が
多
く
含
ま
れ
る
こ
と
に
な

る
。
時
期
的
に
は
橋
本
進
吉
の
『

改制

新
文
典
』
が
普
及
し
た
頃
と
重
な
る
点

で
、
検
定
制
度
下
の
教
科
書
と
い
う
点
で
も
大
変
興
味
深
い
事
実
で
あ
る
。 



 

 

 

一
九

学
校
国
文
法
の
成
立
と
山
田
孝
雄 

―
―
山
田
孝
雄
の
文
法
教
科
書
・
再
論

―
―

 
こ
の
幾
分
か
の
修
正
が
認
め
ら
れ
る
と
し
た
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）

年
刊
行
の
『

女子

日
本
文
法
教
科
書 

全
（
高
等
女
学
校
国
語
科
用
）
』
に
つ

い
て
先
に
触
れ
て
お
く
と
、
詞
の
分
類
を
「
体
言
、
用
言
、
副
用
語
、
関

係
語
」
と
明
確
に
定
義
す
る
な
ど
、
あ
る
程
度
山
田
文
法
に
踏
み
込
ん
だ

内
容
と
な
っ
て
い
る
。
他
に
、
助
動
詞
を
単
語
と
認
め
な
い
点
な
ど
は
山

田
文
法
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
が
、
明
治
期
の
教
科
書
で
は
「
助
動
詞
附

属
せ
る
場
合
に
は
そ
の
附
属
せ
る
ま
ゝ
に
て
一
の
動
詞
と
見
る
な
り
」

（
『
中
等
文
法
教
科
書 

巻
一
』
二
七
頁
、
『

修正

中
等
文
法
教
科
書 

巻
一
』

三
三
頁
）
と
明
言
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
後
に
は
「
助
動
詞
附
属
せ
る

場
合
に
は
そ
の
附
属
せ
る
ま
ゝ
に
て
一
の
動
詞
と
見
る
こ
と
少
か
ら
ず
」

（
『

改訂

中
等
文
法
教
科
書 

巻
一
』
五
三
頁
）
と
少
し
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
、

大
正
期
の
教
科
書
で
は
踏
み
込
ん
だ
記
述
が
見
ら
れ
な
く
な
る
。
そ
れ
が

昭
和
以
降
の
教
科
書
に
な
る
と
、
突
如
「
動
詞
の
活
用
の
附
属
物
で
あ
つ

て
、
単
語
で
は
な
い
。
」
（
『

新制

日
本
文
法
教
科
書 

全
』
六
一
頁
、
『

女子

日
本

文
法
教
科
書 

全
（
高
等
女
学
校
国
語
科
用
）
』
四
九
頁
）
と
い
う
よ
う
に

記
述
が
復
活
す
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
架
蔵
の
『

新制

日
本
文
法
教
科
書 

上
級
用
』
の
「
助
動
詞
」
の
項
に
は
、
章
題
の
横
に
「
複
語
尾
」
と
い
う

当
時
の
所
持
者
の
も
の
と
見
ら
れ
る
書
き
込
み
が
あ
り
、
使
用
状
況
の
程

が
う
か
が
え
る
。 

 

以
下
、
山
田
の
文
法
教
科
書
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
点
を
順
に
見
て
お

く
こ
と
に
す
る
。 

 

三
．
一
．
明
治
期
の
文
法
教
科
書
『
中
等
文
法
教
科
書
』 

 

山
田
が
明
治
期
に
著
わ
し
た
国
語
教
科
書
の
中
で
主
要
な
も
の
は
、『
日

本
文
法
論
』
刊
行
前
年
の
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
刊
行
の
『
中
等
文

法
教
科
書
』
で
あ
る
。
ま
た
本
書
用
に
、
翌
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年

刊
行
さ
れ
た
山
田
孝
雄
校
閲
、
宝
文
館
編
輯
所
編
纂
『
中
等
文
法
教
科
書

文
法
練
習
帖 

上
巻
・
下
巻
』
と
題
す
る
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
が
存
在
し
て
い

る
。
内
容
は
『
中
等
文
法
教
科
書
』
の
設
題
を
抜
き
出
し
た
も
の
で
、
直

接
書
き
込
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
例
言
に
は
「
文
法
練
習
帖
と
称
す

る
も
の
は
本
書
を
以
て
嚆
矢
と
す
。
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
文
法

教
科
書
の
副
教
材
と
し
て
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
中
等
文

法
教
科
書
』
に
は
『
中
等
文
法
教
科
書
別
記 

全
』
と
題
す
る
、
三
一
二

頁
か
ら
な
る
大
部
の
教
師
用
指
導
書
も
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
は
前
掲
の
通

り
教
科
書
・
副
教
材
・
指
導
書
の
セ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。 

 

『
中
等
文
法
教
科
書
』
の
構
成
は
「
巻
一
巻
二
は
一
団
を
な
し
て
、
文

法
の
概
念
を
教
ふ
る
も
の
に
し
て
巻
三
巻
四
は
又
一
団
を
な
し
て
普
通
文

法
の
稍
詳
細
な
る
説
明
を
な
さ
り
。
而
巻
五
は
又
別
に
理
論
的
に
組
織
的

知
識
を
与
ふ
る
も
の
と
す
。」（
巻
一
「
例
言
」・
三
頁
～
四
頁
）
と
説
明
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
三
土
忠
造
『
中
等
国
文
典
』（
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）



 

二
〇

年
）
に
見
ら
れ
る
円
周
（
環
状
）
教
案
（
疎
か
ら
密
へ
）
型
の
内
容
と
な

っ
て
い
る
。
一
方
で
大
槻
文
彦
の
文
法
教
科
書
の
場
合
は
、
全
巻
を
通
し

て
文
法
項
目
を
説
明
し
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
明
治
後
期
の
文
法
教
育

に
つ
い
て
二
種
類
の
方
法
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
も
な
る
。 

 

文
法
論
に
限
っ
て
見
て
い
く
と
、
名
詞
・
代
名
詞
・
数
詞
・
形
容
詞
・

動
詞
・
助
動
詞
・
助
詞
・
副
詞
・
接
続
詞
・
感
動
詞
の
十
品
詞
を
た
て
て

い
る
が
、
数
詞
は
名
詞
の
一
分
派
、
接
続
詞
は
副
詞
の
一
異
類
と
し
て
、

巻
二
以
降
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
山
田
の
『
日
本
文
法
論
』
で
説
か
れ
て

い
る
分
類
と
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
も
普
通
慣
用
の
分
類
に
従

っ
た
と
い
う
旨
が
別
記
で
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

『
中
等
文
法
教
科
書
別
記
』
は
、
山
田
の
文
法
教
科
書
の
意
味
を
考
え

る
上
で
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
教
師
用
指
導

書
で
あ
る
「
別
記
」
の
内
容
は
、
教
科
書
採
用
と
い
う
現
場
に
大
き
く
関

係
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
実
際
、
昭
和
前
期
以
降
に
橋
本
進
吉
の
『
新

文
典
』
や
『

改制

新
文
典
』
が
普
及
し
た
の
も
、
金
田
一
（
一
九
八
三
）
が
「
別

記
が
至
れ
り
尽
く
せ
り
の
出
来
で
教
室
で
文
法
を
教
え
る
た
め
に
は
絶
対

の
虎
の
巻
で
あ
っ
た
の
で
評
判
を
呼
び
、
（
中
略
）
『
新
文
典
』
を
使
う
こ

と
で
、
文
法
の
不
得
手
な
中
学
校
の
国
語
の
教
師
は
、
ど
の
く
ら
い
救
わ

れ
た
か
わ
か
ら
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
穏
当
な
記
述
で
教
育

上
参
考
に
な
る
『
新
文
典
別
記
』
や
『

改制

新
文
典
別
記
』
が
存
在
し
て
い
た

こ
と
も
関
係
し
て
い
る
。
た
だ
、
多
く
の
場
合
は
教
科
書
掲
載
問
題
の
解

等
集
や
正
誤
表
程
度
の
内
容
で
あ
り
、
本
格
的
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る

も
の
は
少
な
い
。
ま
た
、「
別
記
」
以
外
に
も
教
科
書
編
纂
者
の
文
法
研
究

書
が
参
考
書
と
し
て
機
能
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
別
記
の
み
を
取
り
上

げ
る
こ
と
も
不
十
分
で
あ
る
。
正
確
に
は
、
教
授
目
的
と
内
容
を
明
確
化

す
る
働
き
を
も
っ
た
参
考
書
群
の
中
に
、「
別
記
」
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が

適
切
で
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
大
槻
文
彦
『
広
日
本
文
典
別
記
』

（
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
）
な
ど
は
『
広
日
本
文
典
』（
同
年
）
と
共

に
、『
日
本
文
典
初
歩
』
や
『

中
等

教
育

日
本
文
典
』
の
参
考
書
群
の
一
つ
と
し
て

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
別
記
の
存
在
は
明
治
後
期
以
降
の
文
法
教
育
と
文
法
研
究
と
の

関
係
を
考
え
る
上
で
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
学
校
国
文
法
の
嚆
矢

で
あ
る
大
槻
文
法
の
段
階
で
は
、
教
科
書
と
参
考
書
と
の
内
容
は
ほ
ぼ
同

一
で
あ
っ
た
が
、
研
究
進
展
の
結
果
、そ
れ
以
降
の
文
法
教
科
書
の
場
合
、

著
者
の
文
法
研
究
と
内
容
面
で
齟
齬
を
き
た
す
も
の
が
生
じ
て
き
た
。
そ

の
端
的
な
例
が
山
田
孝
雄
の
場
合
と
言
え
る
。
山
田
の
文
法
研
究
は
当
然

の
こ
と
な
が
ら
『
日
本
文
法
論
』
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
一
般
的

な
文
法
教
科
書
と
も
内
容
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
て
が
山
田
の

文
法
教
科
書
の
参
考
と
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
山
田
に
お
け
る
教

育
と
研
究
の
接
合
点
と
し
て
『
中
等
文
法
教
科
書
別
記
』
が
存
在
し
て
い



 

 

 

二
一

学
校
国
文
法
の
成
立
と
山
田
孝
雄 

―
―
山
田
孝
雄
の
文
法
教
科
書
・
再
論

―
―

る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
橋
本
の
文
法
教
科
書
と
文

法
学
説
と
の
関
係
か
ら
も
明
ら
か
と
な
る
だ
ろ
う
。
あ
れ
だ
け
「
橋
本
文

法
＝
学
校
文
法
」
と
喧
伝
さ
れ
な
が
ら
も
、『
新
文
典
別
記
』
で
は
「
必
ず

し
も
全
部
私
の
主
張
す
る
説
で
な
く
、
通
説
に
妥
協
し
た
所
も
少
く
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
事
は
特
に
御
諒
解
を
得
た
い
と
お
も
ひ
ま
す
。
」（
一
頁
）

と
念
押
し
を
し
て
い
る
（
『

改制

新
文
典
別
記
』
で
も
同
様
）
。 

 

大
正
・
昭
和
前
期
に
使
用
さ
れ
た
山
田
の
文
法
教
科
書
の
場
合
、
内
容

は
三
土
忠
造
、
芳
賀
矢
一
、
吉
田
弥
平
ら
の
文
法
教
科
書
と
類
似
し
て
い

る
が
、
参
考
書
と
し
て
『
日
本
文
法
講
義
』
や
『
日
本
口
語
法
講
義
』
が

挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
宝
文
館
編
輯
所
編
『

中
等

教
育

日
本
文
法
教
科
書
別
記
』（
一

九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
）
な
ど
は
、
わ
ず
か
六
八
頁
の
小
冊
子
で
、
内

容
も
問
題
解
答
集
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
場
合
、
教
科
書
と
参
考
書
を
接
合

さ
せ
る
に
は
、
文
法
に
関
す
る
相
当
の
学
識
を
有
し
て
い
る
必
要
が
あ
っ

た
だ
ろ
う
。
学
校
文
法
の
立
場
か
ら
見
て
い
く
な
ら
ば
、
研
究
と
教
育
の

バ
ラ
ン
ス
を
ど
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
視
点
が
必
要
で

あ
り
、
山
田
の
文
法
教
科
書
に
対
す
る
評
価
に
つ
い
て
も
、
こ
う
し
た
研

究
と
教
育
と
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
さ
が
影
響
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

学
校
文
法
の
成
立
に
お
け
る
優
れ
た
教
師
用
指
導
書
の
存
在
は
、
こ
と
教

科
書
の
採
否
に
と
っ
て
明
暗
を
分
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
極
め
て
卑
俗
な

見
解
か
も
し
れ
な
い
が
、
山
田
文
法
が
教
科
書
と
し
て
採
用
さ
れ
る
た
め

に
は
『

岩
波

講
座

日
本
文
学 

日
本
文
法
学
要
論
』（
一
九
三
一
）
に
あ
る
「
本
講

座
の
読
者
は
私
の
日
本
文
法
講
義
ぐ
ら
ゐ
は
よ
ん
で
ゐ
ら
る
る
人
と
予
想

し
て
書
く
」（
三
頁
）
と
い
っ
た
読
者
層
と
は
異
な
る
領
域
に
踏
み
込
む
必

要
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

さ
て
、
山
田
文
法
と
学
校
文
法
と
の
接
点
と
い
う
立
場
か
ら
『
中
等
文

法
教
科
書
』
を
詳
細
に
検
討
す
る
な
ら
ば
、
多
く
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
と

思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
助
動
詞
の
処
理
と
助
詞
の
分
類
に
限
っ
て
見
て

い
く
こ
と
に
し
た
い
。 

 

助
動
詞
の
項
目
で
は
、
先
述
の
通
り
山
田
の
分
類
で
は
助
動
詞
を
単
語

と
し
て
認
定
せ
ず
、
動
詞
の
複
語
尾
と
す
る
点
に
つ
い
て
、
別
記
で
は
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

著
者
自
身
は
助
動
詞
と
い
ふ
目
を
設
く
る
こ
と
に
反
対
し
て
、
之
を

動
詞
の
複
語
尾
と
称
せ
り
。
そ
の
説
は
日
本
文
法
論
中
巻
に
詳
論
せ

り
。
本
書
は
さ
る
論
議
を
な
す
べ
き
も
の
に
あ
ら
ぬ
が
故
に
之
を
略

く
。
と
に
か
く
に
性
質
一
の
単
語
な
ら
ぬ
は
明
な
る
事
実
な
れ
ど
、

慣
例
に
従
ふ
と
説
明
の
便
宜
と
の
為
に
一
目
を
設
け
た
る
に
す
ぎ
ず
。

こ
れ
本
文
に
「
助
動
詞
は
…
の
単○

語○

な
り
」
と
い
ふ
定
義
も
何
も
下

し
あ
ら
ざ
る
な
り
。
教
授
者
諸
君
の
こ
の
点
に
留
意
せ
ら
れ
む
こ
と

を
希
ふ
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

（
三
三
頁
） 



 

二
二

 
こ
う
し
た
こ
と
が
教
授
の
場
で
ど
れ
ほ
ど
意
識
さ
れ
て
い
た
の
か
疑
問

で
は
あ
る
も
の
の
、
山
田
の
教
科
書
に
対
す
る
一
種
の
妥
協
を
示
し
た
部

分
で
あ
る
と
い
え
る
。 

 

助
詞
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
山
田
は
別
記
の
中
で
し
き
り
に
教
授
上
の

注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。
巻
二
の
段
階
で
は
「
本
書
は
助
詞
の
概
観
を
与

ふ
る
を
以
て
満
足
す
る
も
の
な
れ
ば
あ
ま
り
く
は
し
く
説
明
す
る
を
要
せ

ず
。
」
（
九
一
頁
）
と
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
助
詞
の
研
究
が
困
難
で
あ
る

点
を
挙
げ
て
い
る
。
巻
五
の
解
説
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

説
明
し
て
い
る
。 

 

助
詞
の
研
究
は
国
文
法
の
上
に
重
要
な
る
も
の
な
り
。
従
来
の
研
究

は
こ
の
点
に
於
い
て
決
し
て
満
足
す
べ
き
も
の
に
あ
ら
ざ
り
し
な
り
。

著
者
の
文
法
研
究
は
実
に
こ
の
助
詞
の
研
究
を
中
心
と
し
て
起
れ
る

も
の
な
り
。
著
者
は
苦
心
十
年
の
結
果
こ
の
方
面
に
於
い
て
従
来
の

研
究
の
不
十
分
な
る
点
を
明
に
し
て
自
家
の
研
究
を
略
完
成
す
る
こ

と
を
得
た
り
。
日
本
文
法
論
中
巻
に
之
を
詳
論
せ
り
。
本
章
は
実
に

そ
の
大
要
を
摘
出
し
来
れ
る
も
の
に
し
て
、
そ
の
命
名
は
な
る
べ
く

旧
に
依
れ
る
も
の
と
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
二
八
〇
頁
） 

  

助
詞
の
項
目
に
つ
い
て
当
時
の
文
法
教
科
書
と
は
異
な
る
記
述
に
徹
し

た
の
も
、
い
わ
ば
山
田
の
中
心
的
な
研
究
部
分
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

係
助
詞
の
項
目
な
ど
「
今
こ
の
助
詞
の
特
質
を
い
は
む
か
、
第
一
に
は
こ

は
述
語
に
関
す
る
も
の
に
し
て
陳
述
の
勢
力
を
支
配
す
る
も
の
な
り
。
」

（
二
九
一
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
極
め
て
山
田
の
文
法
書
ら
し
い
口
吻
で

あ
る
。 

 

こ
の
学
校
文
法
に
お
け
る
「
助
詞
」
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
山
田
の
影

響
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
『
中
等
文
法
教
科

書
』
に
お
け
る
助
詞
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
巻
一
・
巻
二
で
概
略
を
示
す

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
下
位
分
類
と
い
っ
た
詳
細
は
巻
五
で
は
じ
め
て
説

か
れ
て
い
る
。
最
初
の
う
ち
は
「
関
係
を
あ
ら
は
す
為
に
他
の
単
語
を
助

く
る
単
語
を
助
詞
と
称
す
。」
（
巻
一
・
二
九
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
他
の

文
法
教
科
書
と
同
様
の
定
義
を
し
て
い
る
が
、
巻
五
で
説
か
れ
る
内
容
は

か
な
り
独
創
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
拙
稿
（
二
〇
〇
六
）
で
示
し
た

通
り
、
巻
五
で
の
助
詞
の
下
位
分
類
は
『
日
本
文
法
論
』
の
説
に
従
っ
た

も
の
で
あ
る
。
副
助
詞
と
い
う
名
称
や
係
助
詞
の
整
理
な
ど
、
山
田
の
説

に
沿
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
例
え
ば
三
土
の
『
中
等
国

文
典
』
や
芳
賀
の
『
明
治
文
典
』
に
は
見
ら
れ
な
い
点
で
あ
り
、
多
く
の

文
法
教
科
書
は
大
槻
の
『
広
日
本
文
典
』
に
お
け
る
「
弖
爾
乎
波
」
の
項

の
よ
う
に
、
接
続
に
よ
る
分
類
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
今
日
の

学
校
文
法
に
お
け
る
助
詞
の
下
位
分
類
の
一
淵
源
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。



 

 

 

二
三

学
校
国
文
法
の
成
立
と
山
田
孝
雄 

―
―
山
田
孝
雄
の
文
法
教
科
書
・
再
論

―
―

橋
本
進
吉
の
『
新
文
典
』
や
『

改制

新
文
典
』
、
さ
ら
に
は
文
部
省
の
『
中
等

文
法
』
に
至
る
ま
で
、
一
貫
し
て
「
第
一
類
（
種
）
、
第
二
類
（
種
）
、
第

三
類
（
種
）、（
第
四
類
）
」
と
す
る
分
類
で
、
品
詞
名
に
つ
い
て
は
「
こ
れ

を
格
助
詞
と
い
う
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
よ
う
に
付
帯
的
説
明
と
な
っ
て

い
る
。
逆
に
、
現
在
の
学
校
文
法
で
は
格
助
詞
、
副
助
詞
、
係
助
詞
な
ど

の
名
称
は
一
般
的
に
教
科
書
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

 

三
．
二
．
昭
和
前
期
の
文
法
教
科
書
『
日
本
文
法
教
科
書
』 

 

一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
刊
行
の
橋
本
進
吉
『
新
文
典
』
の
出
現
は
、

文
法
教
育
の
現
場
に
と
っ
て
は
画
期
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
『
新
文
典
』

や
『

改制

新
文
典
』
の
普
及
に
よ
っ
て
、
他
の
文
法
教
科
書
の
ほ
と
ん
ど
が
駆

逐
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
状
況
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
事
態
に
つ

い
て
、
優
れ
た
別
記
の
存
在
が
関
係
し
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
た

通
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
重
要
な
要
因
が
関
係
し
て
い
た
点
も
注
目

す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
大
正
期
か
ら
喧
伝
さ
れ
て
い
た
「
文
法
教
育

不
要
論
」
に
対
し
て
、
橋
本
の
『
新
文
典
』
が
こ
れ
を
退
け
る
役
割
を
果

た
し
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
森
田
（
二
〇
〇
一
）

に
お
い
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
が
、
あ
え
て
概
括
す
れ
ば
、
文
法
教
育
は
文

法
「
知
識
」
の
教
授
で
あ
る
と
い
う
転
換
を
『
新
文
典
』
が
行
っ
た
と
言

え
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
文
法
教
育
で
は
文
法
用
語
を
教
授
し
、
そ
れ

に
従
っ
て
文
を
分
析
す
れ
ば
よ
い
と
い
っ
た
文
法
教
育
の
あ
り
方
を
、
あ

る
意
味
で
推
し
進
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
流
れ
は
一
九
二
三
（
昭

和
一
二
）
年
以
降
の
『

改制

新
文
典
』
に
お
い
て
決
定
的
な
も
の
と
な
る
。 

 

こ
れ
に
対
し
山
田
の
文
法
教
科
書
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
こ
こ
で
は
『

改制

新
文
典
』
と
の
対
比
の
意
味
か
ら
、
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
の
『

女子

日

本
文
法
教
科
書 

初
級
用
』、『

女子

日
本
文
法
教
科
書 

上
級
用
』
と
、
教
師

用
指
導
書
で
あ
る
『

女子

日
本
文
法
教
科
書

初
級
用

上
級
用

別
記
』
を
中
心
に
見
て
い
く

こ
と
に
す
る
。 

 

『
女子

日
本
文
法
教
科
書 

初
級
用
』
で
は
「
詞
の
種
類
」
に
つ
い
て
以
下

の
よ
う
に
説
明
し
て
お
り
、
さ
ら
に
助
詞
に
つ
い
て
は
下
位
分
類
も
明
確

に
示
し
て
い
る
。
助
詞
の
下
位
分
類
は
山
田
の
文
法
教
科
書
に
共
通
す
る

も
の
だ
が
、「
詞
の
種
類
」
の
説
明
は
そ
れ
ま
で
の
も
の
と
比
べ
て
大
変
踏

み
込
ん
だ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 

  
 

詞
の
種
類 

詞
は
そ
の
性
質
や
作
用
に
よ
っ
て
四
類
八
種
に
分
け
る

こ
と
が
出
来
る
。 

 
 

（
一
）
体
言 

 

名
詞 

代
名
詞 

 
 

（
二
）
用
言 

 

形
容
詞 

動
詞 

 
 

（
三
）
副
用
語 

 

副
詞 

接
続
詞 

感
動
詞 

 
 

（
四
）
関
係
語 

 

助
詞 

 
 

 

（
二
～
三
頁
） 



 

二
四

 
こ
の
「
詞
の
種
類
」
に
つ
い
て
『

女子

日
本
文
法
教
科
書

初
級
用

上
級
用

別
記
』
で
は
、

以
下
の
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

 

現
今
で
も
多
く
の
文
法
家
は
次
の
十
品
詞
と
す
る
。 

 

名
詞 

代
名
詞 

数
詞 

形
容
詞 

動
詞 

助
動
詞 

副
詞 

 

接
続
詞 

感
動
詞 
助
詞 

こ
れ
ら
の
多
く
は
西
洋
文
典
の
模
倣
に
よ
る
も
の
と
思
は
れ
る
。
品

詞
の
分
類
は
そ
の
文
法
上
の
職
能
即
ち
単
語
相
互
の
関
係
と
文
章

構
成
上
の
作
用
関
係
と
を
主
と
し
、
之
に
対
応
す
る
形
式
と
意
義
と

の
四
者
の
相
関
状
態
を
標
準
と
し
て
決
定
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
に
よ
る
と
国
語
の
単
語
は
次
の
や
う
に
分
類
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
。 

 

一 

体
言
（
名
詞
代
名
詞
数
詞
） 

概
念
語 

 
 

 
 
 
 

｝ 

自
用
語 

 

二 

用
言
（
形
容
詞
動
詞
） 

陳
述
語 

 
 
 
 

｝
観
念
語 

 

三 

副
詞
（
副
詞
接
続
詞
感
動
詞
） 

 
 

 
 

 

副
用
語 

 
 
 
  

｝ 

 

四 

助
詞 

 
 

 
 
 
 
 
 

関
係
語 

上
の
や
う
に
先
づ
観
念
を
あ
ら
は
す
詞
と
、
直
接
に
は
観
念
を
も
た

な
い
で
関
係
を
あ
ら
は
す
詞
と
に
大
別
せ
ら
れ
る
。
（
中
略
）
本
教

科
書
に
於
い
て
は
、 

 

一 

体
言 

 

二 

用
言 

 

三 

副
用
語 

 

四 

関
係
語 

の
四
と
し
た
。
是
は
分
類
の
手
続
き
や
理
由
を
教
へ
る
為
で
は
な
く
、

詞
に
は
系
統
理
法
の
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
為
で
あ
る
。 

（
八
～
九
頁
） 

  

こ
こ
で
「
分
類
の
手
続
き
や
理
由
を
教
へ
る
為
で
は
な
く
、
詞
に
は
系

統
理
法
の
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
為
」
と
説
明
し
て
い
る
一
節
は
、
文
法

教
育
史
的
に
も
極
め
て
重
要
な
点
で
あ
る
。
橋
本
進
吉
は
「
国
語
学
と
国

語
教
育
」
（
一
九
三
七
）
に
お
い
て
、「
国
文
法
の
教
授
は
開
発
的
な
方
法

を
以
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、
学
習
者
の
言
語
観
察
よ
っ
て
帰

納
的
に
文
法
教
育
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
。
こ
う
し

た
主
張
を
前
提
と
し
て
、
観
察
に
向
い
た
口
語
文
法
に
よ
る
品
詞
分
類
が

重
視
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
学
校
文
法
は
、
品
詞

分
類
か
ら
始
ま
る
口
語
文
法
の
習
得
が
第
一
義
と
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
っ

て
、
結
果
と
し
て
学
習
者
が
自
ら
の
観
察
に
よ
っ
て
文
法
の
「
知
識
」
を

習
得
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
橋
本
が
主
張
す
る
文
法

教
育
論
を
教
科
書
と
し
て
徹
底
的
に
推
し
進
め
た
も
の
に
、
一
九
四
三（
昭



 

 

 

二
五

学
校
国
文
法
の
成
立
と
山
田
孝
雄 

―
―
山
田
孝
雄
の
文
法
教
科
書
・
再
論

―
―

和
一
八
）
年
刊
行
の
教
育
総
監
部
編
『
国
文
法
教
程 

全 

陸
軍
幼
年
学

校
用
』
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
品
詞
分
類
や
活
用
表
を
学
習
が
完
成
さ
せ

る
形
式
を
取
っ
て
い
る
。
こ
の
教
科
書
の
実
質
的
な
執
筆
者
は
林
大
だ
が
、

こ
こ
に
橋
本
の
文
法
観
と
の
関
係
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
偶
然
で

は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
山
田
の
文
法
教
科
書
は
あ
る

意
味
で
注
入
主
義
に
過
ぎ
た
感
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
こ
れ
は
『

女子

日

本
文
法
教
科
書

初
級
用

上
級
用

別
記
』
に
は
「
本
書
は
注
入
教
授
器
械
的
記
憶
の
弊
を

一
掃
す
る
た
め
に
、
開
発
的
帰
納
的
に
叙
述
し
て
お
い
た
。
」
（
一
頁
）
と

述
べ
て
い
る
よ
う
に
山
田
自
身
の
本
意
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も

限
ら
れ
た
教
育
内
容
の
中
で
山
田
文
法
を
教
授
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
必
然

的
に
生
じ
る
矛
盾
点
で
も
あ
っ
た
。
学
習
者
に
と
っ
て
「
観
念
を
あ
ら
は

す
詞
」
と
「
関
係
を
あ
ら
は
す
詞
」
と
を
区
別
す
る
基
準
は
、
助
動
詞
を

複
語
尾
と
し
て
独
立
の
単
語
と
し
て
認
め
な
い
点
に
至
っ
て
、
相
当
の
混

乱
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
。
こ
う
し
た
諸
点
の
蓄
積
が
、
金
田
一
（
一

九
八
三
）
を
し
て
「
ぼ
ん
く
ら
の
教
師
で
も
一
往
文
法
教
育
が
こ
な
せ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
こ
の
教
科
書
（
引
用
者
注:

『
新
文
典
』
）
の
お
か
げ
」

と
言
わ
し
め
る
要
因
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
学
校
文
法
と
文
法
学
説

と
の
関
係
は
、
研
究
と
教
育
と
い
う
根
本
的
な
問
題
と
振
幅
し
て
い
た
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。
山
田
の
学
説
を
思
想
的
に
捉
え
る
あ
ま
り
、
そ
の
普

及
過
程
に
お
け
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ッ
シ
ュ
な
面
を
喧
伝
す
る
向
き
が
往
々
に

し
て
見
受
け
ら
れ
る
（
例
え
ば
山
下
（
二
〇
〇
一
）
で
は
「
国
文
法
の
代

表
的
研
究
者
で
あ
っ
た
こ
の
二
人
（
引
用
者
注 :

 

山
田
孝
雄
、
時
枝
誠
記
）

が
国
粋
主
義
者
で
あ
っ
た
こ
と
と
『
敬
語
研
究
の
双
璧
』
と
呼
ば
れ
た
こ

と
は
、
た
ん
な
る
偶
然
で
あ
る
は
ず
が
な
い
。
こ
の
点
は
、
今
後
、
日
本

語
の
文
法
体
系
に
及
ぼ
し
た
国
粋
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
よ
り
詳
細
な
研
究
と
活
発
な
議
論
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
と

い
っ
た
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
）
が
、
そ
う
し
た
先
入
見
以
前
に
、
当
時

の
研
究
と
教
育
に
関
す
る
状
況
を
精
緻
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
山
田
文
法
と
学
校
文
法
と
の
接
点
を
見
て
い
く
場
合
、
特

に
助
詞
の
扱
い
に
つ
い
て
下
位
分
類
を
示
し
た
こ
と
は
大
き
な
意
味
が
あ

る
。
そ
れ
は
係
助
詞
「
は
」
の
処
理
に
つ
い
て
、
山
田
文
法
へ
の
入
門
と

な
る
可
能
性
を
存
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
『

女子

日
本
文
法
教
科
書

初
級
用

上
級
用

別

記
』
に
お
け
る
助
詞
の
説
明
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

  
 

格
助
詞 

 

詞
と
詞
と
の
間
の
一
定
の
関
係
を
示
す
助
詞 

 
 

接
続
助
詞 

用
言
に
附
い
て
用
言
と
次
の
語
句
と
を
接
続
さ
せ
る
助

詞 

 
 

副
助
詞 

 

い
ろ

く
の
語
に
附
属
し
て
下
の
用
言
の
意
味
に
関

係
を
及
ぼ
す
助
詞 



 

二
六

 
 

係
助
詞 

 

用
言
の
叙
述
に
力
を
及
ぼ
す
助
詞 

 
 

終
助
詞 

 

常
に
文
句
の
終
り
に
ば
か
り
用
ゐ
ら
れ
る
助
詞 

 
 

間
投
助
詞 

語
調
を
と
と
の
へ
、
語
勢
を
そ
へ
、
呼
掛
、
感
動
の
意

な
ど
を
あ
ら
は
す
助
詞 

（
五
一
～
五
八
頁
の
説
明
個
所
か
ら
構
成
） 

  

『
女子

日
本
文
法
教
科
書

初
級
用

上
級
用

別
記
』
に
「
係
助
詞
は
副
助
詞
の
や
う
に
用

ゐ
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
支
配
す
る
点
は
陳
述
の
力
に
あ
る
。」
（
一
五

〇
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
山
田
文
法
に
と
っ
て
「
陳
述
」
が
極
め
て
重
要

な
概
念
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
点
で
、
学
校
文
法
に
お

い
て
「
副
助
詞
」「
係
助
詞
」
の
名
称
を
存
置
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
、
究
極

的
に
は
「
陳
述
」
の
理
解
に
関
わ
っ
て
く
る
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
を
学
校

文
法
上
の
混
乱
と
み
る
か
、
精
緻
な
言
語
観
察
へ
の
契
機
と
見
る
の
か
は
、

教
育
現
場
の
問
題
と
し
て
委
ね
ら
れ
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
。 

 

四
．
お
わ
り
に 

 

以
上
は
な
は
だ
粗
雑
な
が
ら
、
学
校
文
法
成
立
に
関
す
る
山
田
孝
雄
の

文
法
学
説
（
山
田
文
法
）
と
の
関
係
を
垣
間
見
た
。
本
発
表
で
は
今
日
の

学
校
文
法
が
成
立
す
る
に
至
る
ま
で
の
過
程
で
、
山
田
自
身
が
編
纂
し
た

文
法
教
科
書
が
ど
の
よ
う
な
位
置
に
存
在
す
る
の
か
を
中
心
に
し
て
検
討

を
進
め
た
が
、
山
田
文
法
そ
の
も
の
の
出
来
に
ま
つ
わ
る
史
的
検
討
に
つ

い
て
全
く
触
れ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
釘
貫（
二

〇
〇
八
）
な
ど
の
研
究
が
大
変
参
考
に
な
る
）
。ま
た
書
誌
的
な
問
題
で
は
、

一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
刊
行
の
『
日
本
文
法
論 

上
』
と
、
一
九
〇

八
（
明
治
四
一
）
年
刊
行
の
『
日
本
文
法
論
』
と
で
は
、
特
に
第
一
部
第

二
章
「
国
語
の
単
語
分
類
の
方
法
」
の
と
こ
ろ
で
術
語
の
名
称
に
差
異
が

見
ら
れ
る
（
副
詞
が
装
詞
と
な
っ
て
い
る
点
な
ど
）
。
こ
う
し
た
点
も
今
後

の
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
が
、
本
稿
で
主
と
し
て
取
り
上
げ
よ
う
と
し
た
の

は
、
文
法
研
究
に
お
け
る
文
法
教
育
の
意
味
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
こ
う

し
た
検
討
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
学
校
文
法
と
橋
本
進
吉
の
文
法
論
と
の

関
係
に
つ
い
て
も
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
し
、
最
も
顕
著
な
例
と
し
て

は
時
枝
誠
記
の
文
法
論
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
時
代
背
景
論
に
つ
い
て
は
、

先
に
引
用
し
た
よ
う
な
浅
薄
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
批
判
論
が
跋
扈
す
る
中
で
、

文
法
教
育
の
実
相
と
い
っ
た
具
体
的
な
影
響
関
係
に
つ
い
て
も
う
少
し
留

意
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 

規
範
文
法
的
な
性
格
を
帯
び
る
学
校
文
法
が
、
文
法
研
究
に
と
っ
て
批

判
的
対
象
で
あ
る
こ
と
は
一
種
宿
命
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け

に
、
学
校
文
法
に
な
い
（
あ
る
い
は
学
校
文
法
で
は
不
十
分
で
あ
る
）
と

さ
れ
る
部
分
が
、
な
ぜ
文
法
教
育
に
還
元
で
き
な
い
の
か
を
逆
に
問
い
か

け
る
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。
山
田
文
法
は
、
文
認
定
論
や
術
語
の
規
定
に



 

 

 

二
七

学
校
国
文
法
の
成
立
と
山
田
孝
雄 

―
―
山
田
孝
雄
の
文
法
教
科
書
・
再
論

―
―

お
い
て
極
め
て
本
質
的
な
議
論
を
要
求
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
後
年「
陳

述
論
争
」
を
誘
引
し
た
の
だ
と
も
言
え
る
が
、
そ
れ
で
は
、
文
法
教
育
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
還
元
が
出
来
る
の
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
未
だ

成
案
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
た
め
、
こ
れ
ま
た
今
後
の
課
題
と
す
る
こ

と
に
し
た
い
。 

 

注 

（
１
）
本
稿
は
、
拙
稿
（
二
〇
〇
六
）
に
つ
い
て
、
遺
漏
を
補
い
訂
正
を
加
え
た

も
の
で
あ
り
、
そ
の
構
成
は
拙
稿
（
二
〇
〇
七
）
で
示
し
た
学
校
国
文
法

成
立
史
研
究
に
拠
っ
て
い
る
。 

（
２
）
本
項
の
記
述
内
容
は
、
す
で
に
拙
稿
（
二
〇
〇
三
）
に
お
い
て
言
及
し
た

が
、
こ
こ
で
は
旧
稿
に
お
け
る
誤
り
に
つ
い
て
訂
正
を
施
す
こ
と
に
よ
り
、

内
容
を
若
干
改
め
て
い
る
。 
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の
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俊
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孝
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語
学
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山
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孝
雄
博
士
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績
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会
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一
九
五
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『
山
田
孝
雄
博
士
著
作
年
譜
』
宝
文

館 

 

付
記 

本
稿
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
山
田
文
法
の
現
代
的
意
義
」
（
二
〇
〇
八
年
一
一

月
二
九
日
、
於
東
北
大
学
）
に
お
け
る
研
究
発
表
「
山
田
文
法
と
学
校
文
法
」
を

も
と
に
、
資
料
等
を
付
加
し
た
上
で
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
斎
藤
倫
明
氏
を
は
じ
め
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
国
語
学
研
究
室
の

方
々
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
ま
た
、
遠
藤
好
英
氏
、
大
友
信
一
氏
、
加
藤

正
信
氏
、
飛
田
良
文
氏
か
ら
は
山
田
孝
雄
の
逸
話
や
国
語
教
育
論
に
関
し
様
々
な

ご
教
示
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

（
さ
ん
と
う 

い
さ
お
・
本
学
准
教
授
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二
九

学
校
国
文
法
の
成
立
と
山
田
孝
雄 

―
― 

山
田
孝
雄
の
文
法
教
科
書
・
再
論 

―
―

表
・
山
田
孝
雄
の
文
法
教
科
書
一
覧 

 
 

一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年 

中
等
文
法
教
科
書 

巻
一
～
巻
五 

 
 

┐
 

 
 

一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年 

 

中
等
文
法
教
科
書
文
法
練
習
帖 

上
巻
・
下
巻 

 
│
 

 
 

一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年 

 

中
等
文
法
教
科
書
別
記 

全 
 

 
│
 

 
 

一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年 

師
範

教
育

文
法
教
科
書 

巻
一
～
巻
三 

 
 

├

「
中
等
文
法
教
科
書
」
期
（
明
治
後
期
） 

 
 

一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年 

修正

中
等
文
法
教
科
書 

巻
一
～
巻
五 
 

 
│
 

 
 

一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年 

改訂

中
等
文
法
教
科
書 

巻
一
・
巻
二 

 
 

│

※
中
学
校
教
授
要
目
改
正 

 
 

一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年 

 

改訂

中
等
文
法
教
科
書
別
記 

全 
 

 
┘
 

 
 

一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年 

女
子

教
育

日
本
文
法
書 

上
巻
・
下
巻 

 
 

┐
 

 
 

一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年 

中
等

教
育

日
本
文
法
教
科
書 

上
巻
・
下
巻 

 
 

│
 

 
 

一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年 

 
中
等

教
育

日
本
文
法
教
科
書
別
記 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
├

「
日
本
文
法
教
科
書
①
」
期
（
大
正
期
） 

  
 

一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年 

実
業

教
育

日
本
文
法
書 

 
 

 
│
 

 
 

一
九
二
八
（
昭
和 

三
）
年 

女
子

教
育

日
本
文
法
教
科
書 

上
巻
・
下
巻 

 
 

│
 

 
 

一
九
二
九
（
昭
和 

四
）
年 

 

女
子

教
育

日
本
文
法
教
科
書
別
記 

 
 

┘
 

 
 

一
九
三
一
（
昭
和 

六
）
年 

新制

日
本
文
法
教
科
書 

全
（
中
学
校
国
語
漢
文
科
用
） 

 
┐

※
中
学
校
教
授
要
目
改
正 

 
 

一
九
三
二
（
昭
和 

七
）
年 

新制

日
本
文
法
教
科
書 
師
範
学
校
用 

 
 

│
 

 
 

一
九
三
二
（
昭
和 

七
）
年 

 

新制

日
本
文
法
教
科
書
師
範
学
校
用
別
記  

 
│
 

 
 

一
九
三
三
（
昭
和 

八
）
年 

新制

日
本
文
法
教
科
書 

上
級
用 

 
 

│
 

 
 

一
九
三
四
（
昭
和 

九
）
年 

 

新制

日
本
文
法
教
科
書
上
級
用
別
記 

 
 

│
 

 
 

一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年 

女子

日
本
文
法
教
科
書 

全
（
高
等
女
学
校
国
語
科
用
） 

 
├

「
日
本
文
法
教
科
書
②
」
期
（
昭
和
前
期
） 

 
 

一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年 

 

女子

日
本
文
法
教
科
書
別
記  

 
 

│
 

 
 

一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年 

女子

日
本
文
法
教
科
書 

初
級
用 

 
 

│

※
中
学
校
教
授
要
目
中
改
正 

 
 

一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年 

女子

日
本
文
法
教
科
書 

上
級
用 

 
 

│
 

 
 

一
九
三
八
（
昭
和
一
二
）
年 

 

女子

日
本
文
法
教
科
書

初
級
用

上
級
用

別
記 

 
 

│
 

 
 

一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年 

日
本
文
法
教
科
書 

中
学
校

初
級
用

（
中
学
校
国
語
漢
文
科
用
） 

 
│
 

 
 

一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年 

日
本
文
法
教
科
書 

中
学
校

上
級
用

（
中
学
校
国
語
漢
文
科
用
） 

 
┘
 



 

1905 38 小山左文二 日本文法の解説及び練習 井洌堂 
1905 38 芳賀矢一 中等教科中古文典 富山房 
1905 38 服部躬治・内海弘蔵 中等文法作文教科書 明治書院 
1905 38 広池千九郎 てにをは廃止論 早稲田大学出版部 
1905 38 福井久蔵編 新日本文典 大日本図書 
1905 38 福井久蔵 新日本文典教授参考書 大日本図書 
1905 38 上田万年・福井久蔵 続新日本文典 大日本図書 
1905 38 三重県師範学校編 小学校に於ける文法教授参考書 宝文館・豊住書店 
1905 38 三石賎夫 国文典 文武堂 
1905 38 宮脇郁 論理的日本文典大意 参文舎・積文社 
1905 38 六盟館編輯所編 国文典表解 六盟館 
1905 38 和田万吉 日本文典講義 早稲田大学出版部 
1905 38 佐々政一 中学国文典 金港堂 
1905 38 猪熊浅磨 女子日本文典 元元堂書房 
1905 38 山井景建 女子教科中国文典 吉川弘文館 
1905 38 上田代吉 中等教育文法教科書 宝文館 
1906 39 明治書院編輯部編 新案文法正誤法 明治書院 
1906 39 国語調査委員会編 現行普通文法改正案調査報告ノ一 日本書籍 
1906 39 広池千九郎 日本文法てにをはの研究 早稲田大学出版部 
1906 39 普通学講習会編 表説日本文典 普通学講習会 
1906 39 菊池勉 日本文典講堂問答 中和堂 
1906 39 四宮憲章 国語文法提要 博報堂 
1906 39 井上桂編 国定教科書準拠口語法一覧 安達文華堂 
1906 39 豊田八千代 師範教科新撰日本文典 学海指針社 
1906 39 小神野芳太郎 新案国文講義法 啓成社・前川書店 
1906 39 市川源三編 中等国語法初歩 水野書店 
1906 39 芳賀矢一 明治文典入門 富山房 
1906 39 芳賀矢一 中等教科明治文典中古文典参考書 富山房 
1906 39 小山左文二 女子文法教科書 三友書院 
1906 39 三土忠造 女子国文典 明治図書 
1906 39 岸田蒔夫 日清対訳実用日本語法 明文堂 
1906 39 吉岡郷甫 日本口語法 大日本図書 
1906 39 鈴木暢幸 日本口語文典 博文館 
1906 39 龍文館編輯局編 校訂日本俗語文典 龍文館 
1906 39 国語調査委員会編 口語法調査報告書 国定教科書共同販売所 
1906 39 国語調査委員会編 口語法分布図 三十七枚 国定教科書共同販売所 
1907 40 大林徳太郎 受験用復習用日本文典摘要 元元堂 
1907 40 岡沢鉦次郎 新式日本文典原理 博文館 
1907 40 小野辰太郎 言文一致日本文典表解 大塚卯三郎 
1907 40 金沢庄三郎 日本文法講義 早稲田大学出版部 
1907 40 唐木歌吉 日本語学捷径 金刺芳流堂 
1907 40 小山左文二 日本語法提要 松邑三松堂 
1907 40 小山左文二 日本文法提要 松邑三松堂 
1907 40 阪本芳太郎 女子日本文典参考書 田中栄栄堂 
1907 40 佐藤仁之助 受験参考日本文法解義 東亜堂 
1907 40 女子教科研究会編 日本文典 久栄堂等 
1907 40 西岡嘉蔵 女子教科日本文典 明治図書 
1907 40 林治一 日本文法講義 修学堂 
1907 40 森脇俊作 国文法要解 金刺芳流堂・武田芳進堂 
1907 40 山田孝雄 中等教育国語沿革大要 宝文館 
1907 40 山田孝雄 中等文法教科書 宝文館 

1907 40 光風館編 国定読本準拠小学語法 光風館 
1907 40 教育学術研究会編 高等女学文法教科書 同文館 
1908 41 岡沢鉦次郎 教科参考日本文典要義 博文館 
1908 41 国語調査委員会編 口語法取調二関スル事項 国語調査委員会 
1908 41 国語調査委員会編 東京敬語法略表 国語調査委員会 
1908 41 藤沢倉之助 文語法と口語法との対照 光風館書店 
1908 41 松平静 文法及作文 郁文堂 
1908 41 三矢重松 高等日本文法 明治書院 
1908 41 山田孝雄 日本文法論 宝文館 
1908 41 山田孝雄 中等文法教科書別記 宝文館 
1908 41 宝文館編集所編 中等文法教科書文法練習帖 宝文館 
1908 41 弘文館編 国文典 吉川弘文館 
1908 41 松尾捨次郎 日本文法教本綱要篇 完 光風館 
1908 41 高橋龍雄 中等国語新文典 五年級用 啓成社 

注） 
 本一覧は国立国会図書館、東書文庫蔵本をもとに、筆者調

査分(架蔵を含む)を加えた上で作成した。 
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1899 32 苅田栄吉・丹生谷一・山村為次 島根県師範学校用国文典 島根県師範学校 
1900 33 飯田永夫 日本文典大意 上原書店 
1900 33 岡沢鉦次郎 初等日本文典 前編 吉川半七 
1900 33 岡田正美 新式日本文法 上 大日本図書 
1900 33 岡田正美 日本文法文章法大要 吉川半七 
1900 33 小泉秀之助 東北地方教科適用発音と文法 東海林書店 
1900 33 国語研究組合編 簡易日本小文典 国語研究組合 
1900 33 駒木根常次郎 小学日本文典 前編 東海林書店 
1900 33 佐藤仁之助 中学文典 興文社 
1900 33 杉敏介 日本小語典 内外出版協会 
1900 33 高橋光正編 中等国文活法 三宅書店 
1900 33 永井一孝 国語法階梯 大日本図書 
1900 33 野田五郎助編 新体国文法書 岡崎屋 
1900 33 平田盛胤述 国語学 哲学館 
1900 33 藤井籛 日本文典 富山房 
1900 33 普通教育研究会編 中学教程新撰日本文典 水野慶次郎 
1900 33 松平静 新編日本文典 誠之社 
1900 33 森下松衛編 中学国文典 普及社 
1900 33 篠崎純吉編 訂正中等国文典例解 吉田幸兵衛 
1900 33 大槻文彦 日本文法教科書 開成館 

1901 34 岡倉由三郎 新撰日本文典 文及び
文の解剖 宝永館 

1901 34 三矢重松・清水平三郎 普通文法教科書 明治書院 
1901 34 春山弟彦 日本文法授業参考語学手引 金港堂 
1901 34 松平円次郎 新式日本小文典 大日本図書 
1901 34 松平円次郎 新式日本文典初歩 大日本図書 
1901 34 松平円次郎 新式日本中文典 大日本図書 
1901 34 松平円次郎 新式日本文典別記 大日本図書 
1901 34 草野清民 日本文法 富山房 
1901 34 大槻文彦 修正日本文法教科書 開成館 
1901 34 芋川泰次編 日本文法教科書 教育書房 
1901 34 塩井正男 中学国文典 六盟館 
1901 34 高木尚介 中等皇国文典 大日本図書 
1901 34 野崎繁太郎 文の解剖 平田博文堂 
1901 34 大和田建樹 日本文典唱歌 啓発社 
1901 34 三矢重松 日本文典 誠之堂 
1901 34 帝国通信講習会編 日本文法講義 帝国通信講習会 
1901 34 押部謙晤編 日本文法大意 興文社 
1901 34 窪田亮吾 日本語法全図 興文社 
1901 34 佐藤仁之助 文法教科書 全 興文社 
1901 34 同文館編輯部編 中学国文典教科書 同文館 
1901 34 前波仲尾 日本語典 同文館 
1901 34 松下大三郎 日本俗語文典 誠之堂 
1901 34 石川倉次 はなしことばのきそく 金港堂 

1901 34 石川倉次 はなしことばのきそく
のふろく 金港堂 

1901 34 同文館編輯部編 国語科教授用口語文典 同文館 
1901 34 金井保三 日本俗語文典 宝永館 
1901 34 林甕臣 言文一致小学日本文典 君民同祖書院 
1901 34 林甕臣 言文一致新式林文典 君民同祖書院 
1902 35 岡田正美 解説批評日本文典 博文館 
1902 35 大町芳衛・高橋龍雄 国語新文典 普及舎 

1902 35 大槻文彦 日本文法中教科書 開成館 
1902 35 今泉訓太郎 国語の栞 金港堂 
1902 35 三石賎夫編 日本文典 宝永館 
1902 35 三石賎夫編 文典の栞 宝永館・鶏声社 
1902 35 鈴木暢幸編 日本文法 光風館 
1902 35 山田孝雄 日本文法論 上 宝文館 
1902 35 新楽金橘 中等教育日本文典 敬業社 
1902 35 佐々政一 日本文典 金港堂 
1902 35 佐々政一 続日本文典 金港堂 
1902 35 松平円次郎 新定日本文法教科書 興文社 
1902 35 吉田弥平・小嶋政吉・小山左文二 国文典教科書 松邑三松堂 
1902 35 糸左近 雅俗対照和漢乃文典 金刺芳流堂 

1905 35 糸左近 諸学校参考用検定受験
用国語の栞 開発社 

1902 35 屋代熊太郎 女子日本文典 六盟館 
1902 35 日野篤信 摘要日本文典 坪島弘開堂 
1902 35 益田多米彦 日本文典初歩 益田多米彦 
1902 35 鈴木忠孝 日本文典大綱 大成学館 
1905 35 小嶋政吉・小山左文二 女子国文典 三友書院 
1905 35 窪田亮吾 国文典講本 興文社 
1902 35 小林稲葉 新編日本俗語文典 田中宋栄堂 
1902 35 入江祝衛 日本俗語文法論 有千閣 
1903 36 千勝義重編 誤り易き国文法 大学館 
1903 36 横地清次郎 国文法教科書 明治書院 
1903 36 永井一孝 国文法要義 第一編 大日本図書 

1903 36 松平円次郎 新定日本文法教科書参
考書 興文社 

1903 36 松平円次郎 女子文法教科書 興文社 
1903 36 金沢庄三郎 日本文法論 金港堂書籍 
1903 36 大宮兵馬 中等日本文典 国光社 

1903 36 山田信次・蔵田国秀 作文応用日本文法教科
書 中之巻 石敢堂 

1903 36 吉田弥平・小山左文二 新撰国文典 松邑三松堂 
1903 36 弘文館編 新撰中等文典 弘文館 
1903 36 屋代熊太郎・杉田勝太郎 近世国語文典 明治書院 
1903 36 開成館編輯所編 日本文法中教科書備考 開成館 
1903 36 明治書院編輯部編 女子日本文典 明治書院 
1904 37 芳賀矢一 明治文典 富山房 
1904 37 宝永館編 日本文法楷梯 宝永館 
1904 37 芳賀矢一 国語活用聯語一覧 富山房 
1904 37 畠山健 中等日本文典 成美堂 
1904 37 熊本県師範学校編 国語の栞 私立熊本県教育会 
1904 37 教育学術研究会編 師範教科国語典 同文館 
1904 37 千勝義重編 用言図解国語早わかり 大学館 
1904 37 富山房編輯部編 国語 富山房 
1904 37 吉田豊・伊東尾四郎共編 中等帝国文典 六盟館 
1904 37 高橋龍雄 女子国語新文典 啓成社 
1904 37 佐々政一 女子日本文典 金港堂 
1904 37 鈴木暢幸 日本口語典 大日本普通学講習会出版部 
1905 38 大槻文彦 新体日本文法教科書 開成館 
1905 38 大槻文彦 新体日本文法教科書続編 開成館 
1905 38 教科研究会編 中等教科国文法図説 盛林堂 
1905 38 国語学会 国文典教科書 興文社 

三
一

(左ⅱ) 



 

参考：明治後期文法(教科)書一覧 

 
1890 23 那珂通世 国語学 金港堂 
1890 23 岡倉由三郎 比較博言学一名日本語学一斑 明治義会 
1890 23 岡直廬 国語指掌 細謹舎 
1890 23 落合直文・小中村義象 中等教育日本文典 全 日本堂 
1890 23 黒川真頼述 詞の栞打聴  
1890 23 佐藤雲韶 普通文典 鳴時社 
1890 23 手島春治 日本文法教科書 金港堂 
1890 23 落合直文 普通文典 国語伝習所 
1890 23 田中渙乎編述 仮名交文典 博文館 
1890 23 平井正俊 ニホンブンテンオオムネ カナノクワイ 
1891 24 大和田建樹 和文典 中央堂書店 
1891 24 関根正直 国語学 完 弦巻書店 
1891 24 帆足正久 国語独案内 普及舎 
1891 24 岡倉由三郎 日本新文典 富山房 
1891 24 高津鍬三郎 日本中文典 金港堂 
1891 24 今井彦三郎 語格新書 集英堂 
1891 24 飯田永夫 日本文法問答 上原書店 
1891 24 村山自彊 普通教育国語学文典 大倉保五郎 
1891 24 斎藤普春 国語学指南 上編 学友館 
1891 24 落合直文 日本文典 吉川弘文館 
1891 24 井口隆太郎 普通文典 皇典講究所 
1892 25 大宮宗司・星野三郎 日本小文典 博文館 
1892 25 田中勇吉編 日本文典初歩 校用 目黒甚七 
1892 25 野田瀧三郎編 国文のあやまり 吉岡平助･平井文助 
1892 25 大久保初雄 中等教育国語文典 図書出版 
1893 26 加部巌夫 語学教授本 大日本図書 
1893 26 小田清雄 応用日本文典 文栄堂 
1893 26 林甕臣 開発新式日本文典 国文語学会事務所 
1893 26 大川真澄 普通教育日本文典 吉川半七 
1893 26 村田鈔三郎 国語文典 榊原文盛堂 
1893 26 木村春太郎 日本文典 育英堂 
1893 26 落合直文・小中邨義象・橋本光秋 普通日本文典 教育書房･松村九兵衛 
1893 26 関根正直 国語学参考 六合館弦巻書店 
1893 26 秦政治郎 皇国文典 目黒十郎 
1893 26 山本憲 図解説明文法解剖 文陽堂 
1893 26 岡直廬 三の栞 細謹舎 
1893 26 林甕臣 日本文典 林甕臣 
1894 27 大久保初雄 中等教育普通日本文典 積善館 
1894 27 井田秀生 皇国小文典 明法堂 
1894 27 西田敬止 応用日本文典 長島文昌堂 
1894 27 春山弟彦 日本文法授業参考語学手引 姫陽書院 
1894 27 遠藤国次郎・鈴木重尚 日本文典教科書 桜井書店 
1894 27 中村五十一郎 日本助辞詳解 六合館弦巻書店 
1894 27 大宮宗司 初等教育日本文典 全 博文館 
1894 27 田中義之 受験必携日本文典問答 大久保書店 
1894 27 木村痩仙 普通消息文典 博文館 
1894 27 畠山健述 日本文法 東京文学院 
1894 27 平田盛胤講述 国語学教授書 東京学館独習部 

1895 28 関根正直 普通国語学 六合館書店 
1895 28 岡崎遠光 日本小文典 大草常章 
1895 28 遠藤国次郎等 実用文典 林平次郎 
1895 28 服部元彦編 中等教育日本文法 嵩山房 
1895 28 豊田伴 新撰日本文典 上巻 衆生堂 
1895 28 高津鍬三郎 国語科講義録 日本文典 長崎県有志教育会本部 
1895 28 峰原平一郎 普通文典 敬業社 
1895 28 富山房編輯所編 国語問答 富山房 
1896 29 新保磐次 中学国文典 金港堂 
1896 29 大宮兵馬 日本語法 吉川半七 
1896 29 柏木重総 東文典 磯部太郎兵衛 
1896 29 味岡正義・大田寛 簡易日本文典 玉潤堂 
1897 30 大久保初雄 日本中文典 明治書院 
1897 30 大槻文彦 広日本文典 吉川半七・三木佐助 
1897 30 大槻文彦 広日本文典別記 吉川半七・三木佐助 
1897 30 大槻文彦 中等教育日本文典 吉川半七・三木佐助 
1897 30 大槻文彦 中等教育日本文典初歩 吉川半七・三木佐助 
1897 30 岡倉由三郎 日本文典大綱 富山房 
1897 30 岡直廬 中等教育国文典 嵩山房 
1897 30 落合直文 中等教育文法教科書 博文館 
1897 30 落合直文 日本大文典 博文館 
1897 30 塩井正男 中学日本文典 六盟館 
1897 30 鈴木重尚 教科用日本文典 完 目黒書房 
1897 30 中等学科教授法研究会 教程日本文典 中等学科教授法研究会 
1897 30 鳥山譲編 国文の栞 集英堂 
1897 30 中島幹事 中学日本文典 春陽堂 
1897 30 西山実和 日本文典 巻之上 西山実和 
1897 30 渡辺弘人 新撰国文典 浪華書院 
1897 30 和田万吉 新撰国文典 富山房 
1898 31 杉敏介 中等教科日本文典 文学社 
1898 31 白鳥菊治 新撰日本文典 頴才新誌社 
1898 31 中村秋香 皇国文法 大日本図書 
1898 31 松下大三郎・宮本静 中学教程日本文典 中等学校教授法研究会 
1898 31 中村秋香 皇国文法釈義 大日本図書 
1898 31 三土忠造 中等国文典 富山房 
1898 31 味岡正平・太田寛 中等教育皇国文典 永東書店 
1898 31 上谷宏 中等教育日本文典 八尾書店 
1898 31 大林徳太郎・山崎庚午太郎 中学日本文典 明治書院 
1898 31 中島幹事 中学普通文典 春陽堂 
1899 32 高田宇太郎 中等国文典 吉川半七 
1899 32 瓜生篤忠・瓜生喬 国文法詳解 吉川半七 
1899 32 四宮憲章 時文正誤新解日本文法 四宮憲章 
1899 32 大平信直 中等教育国文典 金港堂 
1899 32 佐方鎮子・後閑菊野 女子教科普通文典 目黒書房・成美堂 
1899 32 手島春治 新撰日本文典 金港堂 
1899 32 下田歌子 女子普通文典 博文館 
1899 32 鈴木忠孝 新撰日本文典 興文社 
1899 32 中島幹事 通俗書簡文典 春陽堂 
1899 32 宮脇義臣 国文典大意 歌文学会 
1899 32 花輪虎太郎・宮井安吉 会話文法教科書 第一・二巻 金港堂 
1899 32 藤井籛 日本文法筌蹄 関西図書 
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